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IQレンジ
安全使用、取り付け、基本設定及び保守 
取扱説明書

 本取扱説明書には、重要な安全情報が含ま
れています。必ず、最後までお読み頂き、内容を
ご理解頂いた上で、本機器の取り付け、操作、保
守を行って下さい。
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1. はじめに

本取扱説明書では、以下についてご案
内しています。

• 手動及び電動操作(現場・遠隔)

• アクチュエータをバルブに取り付け
るための事前準備と取り付け方法

• 基本の試運転調整

• 保守

修理、オーバーホール及び予備部品に
つきましては、資料PUB002-047をご参
照下さい。

補助機能の設定方法につきましては、 
資料PUB002-040をご参照下さい。

セクション1.3のいずれかの設定方法で
アクチュエータのセットアップ手順にア
クセスすると、危険場所であっても、カ
バーを取り外すことなく、トルクレベル
や、位置リミット、その他あらゆる制御・
表示機能を安全、迅速且つ効率的に設
定することができます。IQの場合は、ア
クチュエータの主電源のオンオフに関
わらず、試運転・調整を行うことが可能
です。

IQ、Insight2及びその他のロトルクアク
チュエータの詳細につきましては当社ウ
ェブサイト（www.rotork.com）をご覧下
さい。
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電池収納部プラグ
適宜、
金属 (8 mmの六角レンチが必要) 
プラスチック(10 mmの六角レンチが必要) 

1.1 アクチュエータ各部の名称

モータ
ベース

端子カバー

手動ハンドル
オイルプラグ

制御部カバー

ケーブル引込口 制御モード(現場/遠隔/停止)
選択ノブ

開/閉ノブ

オイルプラグ

手動/自動レバー

表示窓
銘板

オイルプラグ

ハンドル(側面取り付け)

アースポイント
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1.2 IQアクチュエータ型式の識別方法

1.2.1 IQ3アクチュエータ

スタートアップ画面に
IQ3のロゴあり

画面周囲が黒色



1.2.2 IQ3 Proアクチュエータ

スタートアップ画面に
IQ3Proのロゴあり

画面周囲が赤色

開/閉ノブにドットあり
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1.3 設定オプション

IQ3アクチュエータの設定方法は、以下
の3とおりです。

1. スマートフォン用アプリ「Rotork」
から(IQ3 Proのみ)。セクション1.4参
照。

2. 携帯型設定器「ロトルクBluetooth
設定器Pro(BTST)」から。セクション
1.5参照。

3. アクチュエータの現場操作ノブによ
る手動セットアップ(IQ3 Proのみ)。セ
クション8.3参照。

1.4 スマートフォン用アプリ「Rotork」

「Rotork」アプリは、AndroidまたはiOS
スマートフォンからのIQT3Proの設定を
可能にするユーザーフレンドリーなイン
ターフェースを提供しています。お使いの
デバイスと互換性のあるバージョンにつ
いては、APPStoreにてご確認下さい。

ロトルクでは、設定を簡素化するため、
本アプリ内のConfiguration Wizard(設
定ウィザード)から、アクチュエータの設
定を行うことを推奨致します。

また、ロトルクアプリには、一通りの設
定画面と、バーチャル設定器(BTSTの疑
似設定器)が搭載されています。

1.4.1 スマートフォンのBluetooth無線
接続

工場出荷時の初期状態の場合、スマートフ
ォンをIQ3Proアクチュエータに接続するに
は、最初に、スマートフォンのBluetoothを
オンにして、アクチュエータを検出可能に
して下さい。

 制御モード(現場/停止/遠隔)選択ノ
ブをSTOP(停止)またはREMOTE(遠隔)
位置に合わせて下さい。

ニュートラル
位置

右回し 左回し

図1.4.1 現場開/閉ノブ

開/閉ノブを右または左に45º回転させ
て、白いドットをケース側のV字突出部に
合わせて下さい。青いLEDが点灯し始め
るまでの2秒間は、この位置から動かさ
ないで下さい。

アクチュエータは、約2分間、Bluetooth
無線により検出可能な状態を維持
します。この間、スマートフォン側の
Bluetoothペアリング方法に従って、スマ
ートフォンを接続することが可能です。

アクチュエータが検出不能に戻った場合
は、先ほどの手順を繰り返して下さい。

1.4.2 ロトルクアプリのセキュリティ

スマートフォンとアクチュエータとの通信
は、Bluetooth無線により行います。

PINコード入力により、アクセスが許可さ
れます。アプリとアクチュエータとを接
続すると、アクチュエータ画面にPINコー
ドが表示されますので、アプリ側でこの
PINコードを入力し、アクチュエータの設
定にアクセスして下さい。

 ロトルクアプリと手動セットアップ
は、それぞれ、有効・無効を選択するこ
とができます。

 IQ3アクチュエータのセキュリティ
レ ベ ル は 、自由 に 変 更 することが 可
能です。セキュリティレベルについて
の詳細と、設定方法については、資料
PUB002-040「IQレンジ取扱説明書<
詳 細 設 定、状 態、監 視 編>」をご覧下
さい。
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1.5 設定器

ロトルクのBluetooth®設定器Prov1.1
(BTST)は、従来の赤外線通信(IR、IrDA)
プロトコルと最新のBluetooth®無線通
信技術を兼ね備えていますので、IRや
IrDA規格の旧製品にも使用することが
できます。（IR通信器として使用する場
合は、資料PUB002-003及びPUB002-
004をご参照下さい。）
本BTSTからBluetooth無線対応のロト
ルクアクチュエータや関連ソフトウェア
に接続して、ミッションを設定したり、完
了することができます。ミッションとは、
設定可能な一連の命令のことであり、ミ
ッションを開始・制御するには、BTSTに
よるアクチュエータの操作が必要です。
一例として（これらだけに限定されませ
ん)、設定ファイルやデータロガーファイル
をダウンロードしたり、特定の設定をアク
チュエータにアップロードする等もミッシ
ョンに含まれます。PC専用ソフトウェア
Insight2を使用してBTSTに様々なミッシ
ョンをプログラムすることも可能です。

 

ロトルクBluetooth®設定器Prov1.1

仕様
筐体：IP54
BTSTは以下の規格に従って構成されて
います。

 II1G
ExiaIICT4Ga
CML19ATEX2194

2776 IECExCML20.0054

2503 CML21UKEX2122

 Exia

C
®

US
 Class1,Div1,
GroupA,B,C,DT4
CSA19CA80005457

 ExiaIICT4Ga
 GB3836.1-2010,
 GB3836.4-2010
 GYJ20.1173X

 ExiaIICT4Ga
®  CSAUK20JPN025

 JNIOSH-TR-46-1(2015)
 JNIOSH-TR-46-6(2015)

 

CSAUK 20JPN025

労 (令和 2.1 ) 検 

Rotork Controls Ltd

周囲温度:-30°C～+50°C

操作距離:赤外線0.75m,
Bluetooth10m

筐体材質:ポリカーボネート樹脂（炭素
繊維10%含有）、シリコンゴム

安全に機 器選 定、取り付け、使 用、保
守、修理を行うために
危険区域での安全使用に関する以下の
指示は、CSA認証番号：80005457、IECEx
CML20.0054、CML19ATEX2194、CML
21UKEX2122の機器を対象としています。

1. BTSTv1.1は、ⅡC、ⅡBまたはⅡAの防
爆構造と、T1、T2、T3またはT4の温度等
級を要件とするDivision1、2及びZone
0、1、2の危険場所で使用することが可能
です。

2.BTSTv1.1を防爆区域に持ち込む前
に、以下について確認して下さい。

a.設定器の任意のボタンを押すと、最
前方(通信窓)のLEDが赤または緑に点灯
することを確認し、BTSTv1.1の動作確認
を行って下さい。LEDが点灯しない場合
は、BTSTv1.1を点検の上、電池交換を行っ
て下さい。

b.BTSTv1.1の場合、組み立てや分解は
不要ですが、BTSTv1.1が刺激物(例：高
分子素材の品質低下を招く溶剤）と接
触する恐れがある場合は、適切な予防
措置を行って下さい。必ず、定期点検を
実施し、本体に損傷がないことを確認し
て下さい。損傷がある場合は、設定器を
使用しないで下さい。

3.BTSTv1.1は、ユーザーによる修理を想
定した製品ではありません。設定器の修
理は、メーカーまたは正規代理店が、適
用される実施規則を遵守して行います。

4.ユーザー側でのBTST v1.1の調整は不
要です。

5.3ヶ月ごとにBTSTの点検を行い、該当す
る実施規則に従ってメンテナンスが実施
されていることを確認して下さい。ただし、
この点検作業は、適切な訓練を受けた担
当者が湿気のない非防爆区域で行って下
さい。

6.電池交換は、該当する実施規則に従
い、非危険区域で行って下さい。また、
その際、次ページのアルカリマンガンま
たは亜鉛マンガン単4電池を使用して下
さい。
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- DuracellProcelltypeMN2400
- EnergizerUltimate
- EnergizerHighTech
- DuracellUltra
- VARTAIndustrial
- VARTAHighEnergy
- PanasonicProPower
- EvereadySuper
- DuracellChinese

7.BTSTv1.1内の部品のうち、ユーザー
による交換が可能なのは電池だけであ
り、本設定器を修理することはできませ
ん。BTSTv1.1が故障したあるいは修理
が必要な場合は、絶対に使用しないで
下さい。

詳細及びBTSTの取扱方法については、資
料PUB095-013「ロトルクアクチュエータ
用設定器Pro v1.1」をご参照下さい。

2. 安全衛生

本取扱説明書は、熟練ユーザーにIQレン
ジバルブアクチュエータの取り付け、操
作、調整並びに点検方法をご案内する
ためのものです。トレーニングや経験を
積んだ熟練ユーザー以外は、ロトルクア
クチュエータの取り付け、保守、修理を行
わないで下さい。
如何なる状況でも、ロトルクアクチュエ
ータには、当社が提供あるいは指定した
交換部品以外は使用しないで下さい。
必ず、本取扱説明書及びその他の関連
マニュアルの指示に従い、作業を行って
下さい。
本取扱説明書(またはロトルクのその他
取扱説明書)の指示とは異なる方法でア
クチュエータを使用した場合、アクチュ
エータの保護性能が低下する恐れがあ
ります。
本機器のユーザー及び作業担当者は、
職場の安全衛生に関する法律にて定め
られた責任を熟知しておいて下さい。IQ
レンジアクチュエータを他の機器と併用
する場合は、更なる危険についても考慮
しておいて下さい。IQレンジアクチュエ
ータの安全使用に関する詳細情報やガ
イダンスにつきましては、ご希望により
提供致します。これらアクチュエータの
電気的接続、保守及び使用につきまして
は、設置場所に適用される当該機器の
安全使用に関する国内法及び法律条項
を遵守して行って下さい。

米国の場合：NFPA70【NationalElectrical
Code®（米国電気工事規程）】が適用され
ます。
カナダの場合：CEC(カナダ電気工事基
準)が適用されます。
機械装置の取り付けは本取扱説明書並
びにBritishStandardCodesofPractice
等の関連する基準に従って実施して下さ
い。アクチュエータの銘板に、防爆区域へ
の設置が可能であることが記載されてい
れば、Zone 1、Zone 21、Zone 2、Zone
22(ClassIDivision1,ClassIIDivision1)
の防爆区域に設置しても構いません。発
火温度が135℃未満の防爆区域にはアク
チュエータを設置しないで下さい（ただ
し、アクチュエータの銘板にこれより低い
発火温度でも設置可能である旨の記載が
ある場合は除く）。アクチュエータを設置
する予定の防爆区域が当該アクチュエー
タ銘板記載のガス及び粉塵グループに対
応していない場合、その区域に設置する
ことはできません。

アクチュエータの電気的接続、保守、使
用については、その危険場所認証に関連
する実施規則に従って行って下さい。
防爆区域認証の要求事項を満たしてい
ない場合は、点検や修理を行わないで
下さい。アクチュエータに変更を加えた
り、改造を行うことにより、当該アクチュ
エータの防爆区域認証が失効する恐れ
がありますので、如何なる状況でも変更
や改造を行わないで下さい。特別な作業
許可がない場合、通電中の電気導体に
は決して近づかないで下さい。許可なき
場合は、全ての電源を遮断し、アクチュ
エータを防爆区域外に移動させた上で
修理やお手入れを行って下さい。
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 警告:取り付け高さ
以下の制限がありますが、アクチュエー
タの最高設置高度は5000mです。

– アクチュエータの電源が480Vを超え
ないこと

– 入出力の接続には、必ず24VDC(公
称電圧)を使用すること

– 主電源システムはTT、IT、TN-C-Sのい
ずれかであり、且つ、3相または3線
式システムであること

IEC61010-1（測定、制御及び研究室用電
気機器の安全要求事項）に従い、制限
がない場合の取り付け高さは2000m未
満とします。

 警告:モータ温度
通常の運転で、アクチュエータのモータカ
バーの表面温度は周囲温度よりも60℃以
上高くなることがあります。

 警告:表面温度
取付担当者及びユーザーは、アクチュエ
ータ表面の定格温度が、外部の冷熱効果
（例：バルブや配管のプロセス温度）に
よる影響を受けないようにして下さい。

 警告:サーモスタットのバイパス
アクチュエータの設定において、モータ
のサーモスタットのバイパスがオンにな
っていると、防爆区域認証が失効しま
す。このように設定している場合、更な
る電気災害が発生する恐れがあります
ので、ユーザーは、必要な追加安全措置
について検討して下さい。

 警告:本体の材質
IQレンジアクチュエータはアルミ合金製
であり、ステンレス鋼製の止めねじを使
用しています。なお、スラストベースは鋳
鉄製です。
カバーのウインドウは強化ガラス製であ
り、2液型シリコン接着剤で接着されて
います。電池プラグはステンレス鋼製ま
たはPPS（ポリフェニレンスルファイド）
製となります。
ユーザーは必ず、使用環境やアクチュエ
ータ周囲の物質により、アクチュエータ
の安全性や保護性能が低下することの
ないようにして下さい。ユーザーは適
宜、アクチュエータを使用環境から保護
して下さい。

 警告:手動操作
ロトルク電動アクチュエータの手動操作
につきましては、セクション4.2をご参照
下さい。

 警告:ユニットの重量
アクチュエータの重量は、銘板に記載し
ております。アクチュエータを輸送、移
動、吊り上げる際は、十分に注意して下さ
い。吊り上げ方法につきましては、セクシ
ョン6にてご案内致します。

 警告：突然の作動
電源オン時にアクチュエータが突然作動
することがあります。偶発的な作動及び
それに伴う危険を防止するため、電源を
遮断して下さい。なお、アクチュエータ
の制御モード選択ノブ(取り付けている
場合)は緊急停止ボタンではないため、
このノブを「停止」位置に合わせても電
源を遮断することはできません。

 警告：モバイルデバイス
モバイルデバイス(Windows、iOS、
Android)は、当事国管轄区域が採用す
る基準及び規則の要求事項に従って適
切な認証を取得し、且つ、アクチュエー
タと同等以上の防爆構造のものを使用
して下さい。
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2.1 ATEX、IECEx、UKEX及び(日本)国
内防爆認証アクチュエータ

特別条件
必ず、アクチュエータは、表示窓に衝撃
が加わるリスクの低い区域に設置して
下さい。
本機器の外面には、保護塗装を含め、
非金属部分が数カ所あります。静電気の
蓄積を防止するため、お掃除の際は、必
ず湿らせた布を使用して下さい。

 警告:本体外面のボルト
本体の止めねじは、一部のサイズ(後述)
及び銘板に別段の表記がある場合を除
き、等級A480のステンレス鋼製です。こ
のような場合、端子カバーのボルトは等
級12.9の炭素鋼製です。ご不明な場合
は、ボルトの表示を確認するか、ロトルク
までご連絡下さい。

アクチュエータサイズ: IQ/IQM/IQS 20 
& 35 またはIQ/IQM 25またはIQ 19
ExdIIBT4Gb(-30°C～+70°C)
ExdIIBT4Gb(-40°C～+70°C)
ExdIIBT4Gb(-50°C～+40°C)
証明書No:CML19ATEX1190X、CML
21UKEX1118またはIECExCML20.0050X

アクチュエータサイズ: IQ/IQM 20 & 25
またはIQS 20またはIQ 19
防爆Class l, Div 1, Groups B, C & D -
CSAus認証
型式：IQ3FM-防爆ClassI,Div1,Groups
B,C,D-FM認証

2.2 インドEx(防爆)認証アクチュエータ

特殊条件
最大安全隙間に関して、メーカー側の基
準が規格基準よりも厳しい場合は、機
器の修理や調整を行う前に、メーカー
にご相談下さい。最大安全隙間が図面
で指定した数値を超えないようにして下
さい。
スピゴット継手付きカバーの止めねじ
は、ステンレス鋼製六角穴付きボルト
(強度区分A4-80、降伏強度240MPa)を
使用して下さい。
ケーブル及びケーブルグランドの選定の
際は、機器銘板に記載の指示に従って
下さい。
エンドユーザーは、メーカーの指示に従
って電池交換を行って下さい。

インド標準規格(BIS)
B I S 認証の詳細につきましては、
www.bis.gov.inをご覧下さい。

3. 保管

アクチュエータを直ぐに設置しない場合
は、外部配線の準備が整うまで、湿気の
ない場所に保管して下さい。

アクチュエータの設置のみで結線を行わ
ない場合は、ケーブル引込口の輸送用プ
ラグ(プラスチック製)を金属プラグに交
換し、テフロン製のシールテープで密封
することをお奨めします。

ロトルクアクチュエータはダブルシール
構造であるため、そのままの状態にして
おけば、内部の電気部品は完璧に保護
されます。

IQアクチュエータの試運転調整時には、
電気部カバーの取り外しは不要です。

ロトルクでは、現場でのカバー取り外し
後の劣化につきましては責任を負いか
ねます。

全てのアクチュエータは工場出荷前に十
分な動作試験を受けており、試運転調
整や取り付け及び密封を正確に行って
いれば、故障することなく長期使用が可
能です。
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4. IQアクチュエータの操作

4.1 IQ SETアクチュエータ

 IQ SETは、標準IQとは電動操作の方
法が異なります。 

IQSETアクチュエータには、図4.1.1のよ
うなラベルが貼付されており、以下のよ
うな回路図番号が付与されています。
xxxSxxxx=xは任意の数字。IQSETの場
合、左から4番目の文字がSとなります。

図4.1.1 IQSETの識別ラベル

 IQ SETの試運転調整及び操作手順
につきましては、セクション8.1をご参照
下さい。また、取り付けの際は、セクシ
ョン5～7の指示に従って下さい。

4.2 手動操作

 警告
ロトルク電動アクチュエータの手動操
作の際は、如何なる状況であっても、バ
ルブ開閉時のパワーを上げるために、ホ
イールキーやレンチ等の工具でハンドル
を回さないで下さい。バルブやアクチュ
エータが損傷したり、バルブのシート位
置(またはバックシート位置)での異物噛
み込みの原因となる恐れがあります。

手動操作の際は、ハンドルから距離を
とって操作して下さい。アクチュエータ
によるバルブの駆動時に延長シャフト
を使用している場合、シャフトにねじれ
が残ることがあり、これによって手動操
作に切り替えた際にハンドルが回転す
る恐れがあります。

手動操作を行うには、手動/自動レバ
ーを「手動」の位置まで押し下げ、ハン
ドルを回してクラッチを入れて下さい。
ここでレバーを放すと、レバーは元の位
置に戻ります。なお、自動的にクラッチ
が切れてモータ駆動に戻る(電動操作に
切り替わる)まで、手動操作は継続され
ます。

現場で施錠する必要がある場合は、
6.5mmの掛け金付き南京錠を使用し
て、手動/自動レバーを手動及び自動の
いずれかのモードでロックすることがで
きます。

「手動」モードでロックすると、アクチュ
エータの電動操作を防止することがで
きます。

4.3 電動操作

電源の電圧が、アクチュエータの銘板上
の電圧と一致していることを確認の上、
電源を入れて下さい。相順の確認は不
要です。

 必ず、最初に、セクション1.3のいず
れかの方法で最低限の基本設定を完了
してから、アクチュエータの電動操作を
行って下さい(セクション8参照)。

制御モード（現場/停止/遠隔）の選択
赤色の操作ノブで、制御モード(現場・
遠隔)を選択することが可能です。この
ノブは6.5mmの掛け金付き南京錠によ
り、いずれかのモードでロックすること
が可能です。

この操作ノブを「L o c a l ( 現場 )」
「Remote(遠隔)」のいずれかのモー
ドでロックしても、「Stop(停止)」機能
は引き続き使用することが可能です。
また、この操作ノブを「Stop(停止)」位
置でロックして、「Local(現場)」または
「Remote(遠隔)」モードでの電動操作
を防止することが可能です。

図4.3.1 IQ3Proの現場制御ノブ

現場制御 

赤色の操作ノブを左に回して、「Local
(現場)」モードに切り替え、隣の黒色ノ
ブを回して「開(Open)」「閉(Close)」を
選択して下さい。「Stop(停止)」を選択
する場合は、赤色のノブを右に回して下
さい。

遠隔制御 

赤色の操作ノブを右に回して、「Remote
(遠隔)」を選択すると、遠隔制御信号に
よるアクチュエータの操作が可能となり
ます。赤色のノブを左に回すと、引き続き
「LocalStop(現場停止)」が可能です。
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4.4 表示 - 現場表示

LED表示： R=赤、G=緑、Y=黄、B=青

1

2

3

44

5

6

7

8

9

10

図4.4.1 画面表示の概略図

1. 開度表示
開度やトルクが表示されるメイン部分
です。開度は小数第一位まで表示され
ます。

2. アナログ指示計
ホーム画面の設定時に、アナログ表示
(定格の_%)またはポジショナ(開度_%/
要求値)を選択すると、0～100%の目盛
で表示されます。セクション4.5をご参照
下さい。

3. 赤外線LED
旧型のロトルク設定器に搭載されてい
ます。Bluetooth無線データ通信を確立
する時にも使用します。

4. 位置表示LED
中間位置の表示：黄色(Y)、全開/全閉表
示：赤または緑色(R/G)

5. BluetoothのLED表示
Bluetooth通信中を示すLEDランプです。

6. アラームアイコン
バルブや制御及びアクチュエータに関す
るアラームが発報すると表示されます。
さらに、開度表示部上の文字表示欄に
は、故障内容が文字で表示されます。

7. 電池アラームアイコン
このアイコンは電池の残量が少なく
なったあるいは電池切れになったと
きに表示されます。また、上部の文字
表示欄には、"Battery low（残量少）"
や"Discharged（電池切れ）"といった内
容が表示されます。

8. 赤外線アイコン
設定器で赤外線通信が行われるとアイ
コンが点滅します。設定器のキーを押し
た時にもLEDが点滅します。

9. 開度の%表示
開度(%)が表示された時に、本アイコン
が表示されます。例：57、3

10. ドットマトリックス画面
168x132ピクセルの高解像度画面で、設
定メニューやデータロガーのグラフが表
示されます。

開度表示が機能していれば状態や発報
中のアラームが表示されます。

液晶画面は、メインのセグメントディス
プレイとドットマトリックスディスプレイ
の2枚重ね構造です。これらのディスプレ
イはデュアルスタック式であるため、そ
れぞれが別々の情報を表示することが
できます。また、これらのディスプレイを
柔軟に連携させて、様々な情報を表示す
ることができます。

電源を入れると、液晶画面のバックラ
イト（白色光）が点灯し、周囲の光の具
合に対して最高のコントラストを実現
します。液晶ディスプレイの左または右
側のLED（標準搭載）は、バルブの位置
（全閉：緑色、中間：黄色、全開：赤色）
を表しています。LEDの表示色は、設定
メニューまたはご注文時に変更すること
が可能です。
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4.5 表示 –ホーム画面の表示変更

以下の選択肢から、本アクチュエータの
画面表示を選択することができます。

• 開度
• 開度＆トルク値（数値）
• 開度＆トルク値（目盛）
• ポジショナ

初期設定では、ホーム画面には開度の
みが表示されるようになっています。
ホーム画面には、主電源オン時にアクチ
ュエータが測定した現在の状態が表示
されます。主電源をオフにすると、ディス
プレイはアクチュエータの電池を動力源
として開度のみを表示します。
ここで選択したホーム画面は、通常画面
として設定することも、バルブやアクチ
ュエータの動作解析のための臨時画面
として設定することも可能です。

 ディスプレイの使用前に、必ず、ア
クチュエータを「Local Control(現場制
御)」または「Stop(停止)」モードに切り
替えて下さい。

臨時ホーム画面
設定器（セクション8.2参照）の矢印キー
（  ）でスクロールし、臨時のホーム
画面を選択して下さい。ここで選択した
画面は、設定器を最後に操作してから
約5分間または、電源を入れ直すまで表
示され続けます。セクション8.3の指示に
従って、臨時ホーム画面を手動で設定す
ることも可能です。

通常ホーム画面
セクション1.3のいずれかの方法でアクチ
ュエータに接続して下さい。
「 S e t t i n g s ( 設 定 )」メニューから
「Indication(表示)」>「Local Display(現

場表示)」の順に選択して下さい。表示さ
れた選択肢から「Home Screen(ホーム
画面)」を選択して下さい。要求された場
合はパスワードを入力し(セクション8.4
参照)、ホーム画面を選択して下さい。ド
ロップダウンリストから、ご希望の通常
画面表示を選択して下さい。

Y Y

図4.5.1 ホーム画面の表示変更

図4.5.2 Position

Position：バルブの開度(初期設定)

図4.5.3 Torque(A)+Position

Torque(A)+Pos：トルクの目盛表示+開
度の数値表示

図4.5.4 Torque(D)+Position

Torque(D)+Pos：トルクの数値表示+開
度の数値表示

図4.5.5 Positioner

Positioner：開度表示(数値、目盛)+要求
開度表示(記号、目盛)

選択した画面が通常表示画面となり
ます。
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4.6 状態表示 画面 – ストローク

IQの画面にはリアルタイムの状態が表
示されます。文字表示エリアの上段には
ストロークの状態が表示されます。
図4.6 .1は全閉状態を表しています。

図4.6.1

4.7 状態表示画面 – 制御

制御モードを切り替えたり信号が入力
されると、文字表示エリアの下段には、
約2秒間、制御の状態が表示されます。
図4.7.1では、遠隔制御が選択されてい
ます。

図4.7.1

4.8 アラーム表示画面

IQの画面には、アラームが文字とアイコ
ンで表示されます。
アイコンには以下の2種類があります。

一般アラーム:

電池アラーム:

一般アラーム(電池アラーム以外)の場
合、文字表示エリアの下段に、警告内容
が文字で表示されます。複数のアラーム
が発報された場合は、各アラームが順番
に表示されます。
図4.8.1は全閉位置でトルクトリップした
状態を表しています。

図4.8.1

4.9 電池アラーム

図4.9.1

本アクチュエータは約1時間間隔で
電池残量を確認します。アクチュエー
タが、電池残量の低下を検出すると
BATTERY LOW (電池残量少)が表示さ
れ、電池の残量がゼロになったあるい
は電源が入っていない場合はBATTERY 
DISCHARGED（電池切れ）が表示され
ます。
電池アラーム（BATTERYLOWまたは
BATTERYDISCHARGED）が表示された
時は、速やかに電池を交換して下さい。
アクチュエータの適合認証を損なわない
よう、適切な電池を取り付けて下さい。
詳細はセクション9をご参照下さい。
電池交換後は、次回の電池点検まで、
最長で1時間ほど、アラームアイコンが
表 示されたままになります。アクチュ 
エータの電源を入れ直すと、強制的に
電池の残量点検が行われ、アラームは
消去されます。
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5. ドライブスリーブの準備

5.1 タイプA及びZ3ベース(全サイズ)

側面が上になるようにアクチュエータの
向きを変え、固定用プレート(1) - スラス
トベース間の六角穴付きボルトを取り外
して下さい。そして、ドライブスリーブ(2)
を、ベアリングアセンブリ(3)と一緒に完
全に引き出して下さい。サイズIQ10から
35の場合は2本、サイズIQ40から95の
F25ベースの場合は8本、F30の場合は10
本のねじがあります。ドライブスリーブを
加工する前に、必ずスラストベアリング
を取り外して下さい。
IQ10から18アクチュエータの場合、ドラ
イブスリーブには密封型スラストベアリ
ングが取り付けられており、セパレートカ
ラー(4)とスナップリング(5)で固定されて
います。
IQ20から95の場合、ドライブスリーブに
はスラストボールベアリング(ステンレス
製)が取り付けられており、セパレートカ
ラー(4)とスナップリング(5)で固定されて
います。
このベアリングは、ドライブスリーブのO
リングとベアリングスペーサリング(6)で
挟まれることにより、内部の密封性を維持
しています。

 警告:加工前にドライブスリーブから
ベアリングアセンブリとOリングを取り外さ
ないと、ベアリングが損傷する恐れがあり
ます。

ベアリングアセンブリの分解(全サイズ)
スナップリング(5)を探し、適切な工具を
使用して取り外して下さい。セパレート
カラー(4)を取り外して下さい(取り外し
方は図5.1.1をご覧下さい)。ドライブスリ
ーブ(2)からベアリング(3)を取り外して下
さい。
サイズIQ20から95の場合、スペーサー(6)
とOリングも取り外して下さい。
ベアリング及びドライブスリーブの部品
は、安全かつ清潔な場所に保管して下
さい。セパレートカラー(4)は、ペアにし
た状態(取り外し前と同じペアにして下
さい)で保管して下さい。
バルブのステムに合わせてドライブスリ
ーブ(2)を加工して下さい。上昇ステム
のねじには、十分なピッチを確保して下
さい。

図5.1.1

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

3.スラストベアリ
ング(密封)

5.スナップリング

4.セパレートカラー

スラストベース
ハウジング

図5.1.2 ベースアセンブリ(F10)

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

Oリング

3.スラストベア
リング

4.セパレートカラー

6.ベアリングスペ
ーサーリング

5.スナップリング

スラストベース
ハウジング

図5.1.3 ベースアセンブリ(F14&F16)
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Oリング

4.セパレートカラー

6.ベアリングスペ
ーサーリング

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

3.スラストベア
リング

5.スナップリング

スラストベ
ースハウジ
ング

図5.1.4 ベースアセンブリ（F25&F30）

再取り付け
 警告:再取り付けの前に、ドライブスリ

ーブ及びOリングの汚れを完全に落とし、
グリースを塗って下さい。この作業を怠る
と取り付け時に損傷する恐れがあります。
ドライブスリーブ(2)から切りくずやバリ
を完全に除去し、Oリングに損傷がなく、
清潔であること、そしてグリースが塗布さ
れていることを確認して下さい。(グリー
スの種類に関してはセクション11をご参
照下さい。)
ベアリングアセンブリ(３)をドライブスリ
ーブ(2)のツバにしっかりと当たるところ
まではめ込んで下さい。サイズIQ20から
IQ95の場合は、Oリングが取り付けられ
ておりグリースが塗布されていることを
確認して、ベアリングスペーサーリング
(6)をベアリングアセンブリに取り付けて
下さい。ペアのセパレートカラー(4)及び
スナップリング(5)にグリースを塗り、取り
付けて下さい。
ベアリングアセンブリ取り付け後のドライ
ブスリーブにグリースを塗り、アクチュエ
ータのスラストベースハウジングに取り付
けますが、このとき、ドライブスリーブと中
空出力軸の凹凸部が噛み合っていること
を確認して下さい。
固定用プレート(1)を取り付け、六角穴
付きボルトで固定して下さい。IQ40から
IQ95の場合は、ベースの固定ねじを以下
のトルクまで締め付けて下さい。
F25/FA25ベース:六角穴付きボルト
M12×8本:89Nm/65lbs.ft
F30/FA30ベース:六角穴付きボルト
M16×10本:218Nm/160lbs.ft

5.2 ノンスラストベース　タイプB

全サイズ
ベースプレート - ギアケース間の六角ボ
ルトを取り外し、ベースプレートを取り外
して下さい。
プレートを取り外すと、ドライブスリーブ
とスナップリングが見えます。アクチュエ
ータのサイズによってプレートが異なり
ます。図5.2.1をご参照下さい。

図5.2.1

図5.2.2

タイプB3及びB4 の取り外し
ドライブスリーブを引き出しながら、プ
ライヤーを使用してスナップリングを広
げて下さい。ドライブスリーブは、スナッ
プリングが溝に嵌まった状態でセンター
コラムから外れます。図5.2.2をご参照下
さい。

タイプB1の取り外し
B1タイプのドライブスリーブの取り外し
及び再取り付け作業はB3及びB4と同じ
要領で行いますが、B1の場合は、カスタ
ム仕様のスプリングサークリップになっ
ています。スプリングサークリップはB3
またはB4のスナップリングと同様に機
能しますが、ロングノーズプライヤーを
使用して広げます。図5.2.3をご参照下
さい。

図5.2.3
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6. アクチュエータの取り付け

 アクチュエータの重量につきまして
は セクション11をご参照下さい。

バルブにアクチュエータを取り付けると
上部が重くなって不安定になる恐れがあ
りますので、アクチュエータを取り付け
る前にバルブが固定されていることを確
認して下さい。
吊り上げ具を使用してアクチュエータを
吊り上げる場合：縦向きのシャフトの場
合は図6.0.1のように、横向きのシャフト
の場合は図6.0.2のようにスリング（認証
付きのもの）を取り付けて下さい。
必ず訓練を受け経験を積んだ担当者が
常時、安全に吊り上がっていることを確
認して下さい(特にアクチュエータの取り
付け時)。

 警告:アクチュエータがバルブのシャ
フトと完全に噛み合い、バルブのフラン
ジに固定されるまでしっかりと支えて下
さい。

バルブには、必ず、ISO5210または米国
規格MSSSP101に準拠した取り付けフラ
ンジを取り付けて下さい。
アクチュエータ -バルブ間の取り付けボ
ルトにつきましては、材料仕様ISO Class
8.8、降伏強度628 N/mm2を満たしてい
なければなりません。

 警告:ロトルク純正品以外のカバー
チューブを使用する場合は、セクション
11に記載されている質量及びモーメン
トの両パラメータを超えないように設
計されたものを使用して下さい。

 警告:アクチュエータ付きバルブを吊
り上げる際は、必ずバルブ側を吊り上
げ、アクチュエータ側を吊り上げないよ
うにして下さい。

吊り上げの際は、各アセンブリを個別に
評価して下さい。

図6.0.1

図6.0.2
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6.1 ステム上昇式バルブ(上面取り付
け）

ベース付きのアクチュエータをバルブに
取り付ける場合（全サイズ対象）
先述の指示に従い、加工したドライブス
リーブをスラストベースに取り付け、ねじ
切りしたバルブステムにアクチュエータ
を降ろして下さい。手動/自動レバーを
操作して手動モードにし、ハンドルを全
開方向に回してドライブスリーブをステ
ムに噛み合わせて下さい。アクチュエー
タがバルブのフランジにしっかりと据わ
るまでハンドルを回し続けて下さい。更
に2回転させ、固定用ボルトを取り付け
て、表Bのトルク値までしっかりと締め付
けて下さい。

バルブアクチュエータにスラストベース
を取り付ける場合
先述の指示に従い、加工したドライブス
リーブをスラストベースに取り付けて下
さい。アクチュエータからスラストベー
スを取り外し、ドライブスリーブ終端の
溝が上に来るように、スラストベースを
ねじを切ったバルブステムの上に置い
て下さい。そして、全開方向に回し、ね
じの雄雌を噛み合わせて下さい。ベース
がバルブのフランジの位置に来るまで回
して下さい。固定用ボルトを取り付けま
すが、この段階では締め付けないで下さ
い。スラストベースの上にアクチュエータ
を降ろし、アクチュエータの出力シャフ
トとドライブスリーブとが噛み合うまで、
アクチュエータを回転させて下さい。

ここでは、アクチュエータのフランジと
ベースが同一平面にあります。
ボルト穴が合致するまでアクチュエータ
を回転させて下さい。付属のボルトを使
用してアクチュエータをスラストベース
に固定し、必要トルクまで締め付けて下
さい。表Aをご覧下さい。
2回転させてバルブを開方向に動かし、
必要トルク値までバルブのフランジにし
っかりと締め付けて下さい。表Bをご覧
下さい。
耐火塗装のIQ10～IQ25アクチュエータ
の場合、スラストベースを個別に取り付
けることができない可能性もあります。

図6.1.1

サイズ
トルク (±10%)

Nm lbs.ft

M8 13.8 9.8

M12 45.9 33.8

M16 101 74

図6.1.2 表A

ミリ トルク

フランジ ボルト Nm lbs.ft

F10 M10 51.6 38

F14 M16 219.8 162.1

F16 M20 430.5 317.5

F25 M16 219.8 162.1

F30 M20 430.5 317.5

インチ トルク

フランジ ボルト Nm lbs.ft

FA10 3/8 42.3 31.2

FA14 5/8 205.3 151.4

FA16 3/4 363.6 268.1

FA25 5/8 205.3 151.4

FA30 3/4 363.6 268.1

図6.1.3 表B

6.2 減速機付きバルブ– 側面取り付け
の場合

取り付けフランジが入力シャフトに対し
て直角になっていること、及び、ドライ
ブスリーブが適切な軸方向の噛み合い
により、シャフトやキーと嵌め合い状態
にあることを確認して下さい。手動/自
動レバーで手動モードに切替え、アクチ
ュエータを入力シャフトの位置に合わせ
て、キーとキー溝が一致するまでハンド
ルを回して下さい。取り付け用のボルト
を表Bのトルクまで締め付けて下さい。

6.3 ステム非上昇式バルブ－上面取り
付けの場合

側面取り付け時と同じ要領ですが、アク
チュエータ内部でスラストを受ける場合
は、スラストナットをドライブスリーブよ
りも上に取り付けて、しっかりと締め付
けて下さい。
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6.4 ハンドルのシール

アクチュエータのセンターコラムに湿気
が伝わらないよう、シーリングキャップ
とOリングがきちんと取り付けられてい
ることを確認して下さい。スピンドル上
昇タイプのバルブの場合は、カバーチ
ューブを取り付けても構いませんが、必
ず、Oリングでシールし、六角穴付きボル
トで固定して下さい。

図6.4.1

図6.4.2

6.5 モジュレーティング用アクチュエー
タIQM

IQMレンジのアクチュエータは、毎時
1,200回までのモジュレーティング制御
に適しています。

IQMには、ダイナミックブレーキ機能が
標準搭載されています。アクチュエータ
やバルブのモータのオーバーランが過剰
であると判断した場合、ブレーキをかけ
ることができます。ダイナミックブレー
キ機能が働いている状態では、モータ
の加熱効果が上昇します。そのため、始
動回数を減らしてモータのサーモスタッ
トのトリップを防止することが必要とな
ります。

IQMレンジの試運転調整は、標準IQと同
様の手順で行います。セクション8をご
参照下さい。

6.6 リニア式アクチュエータIQL & 
IQML

IQL及びIQLMアクチュエータのベース
にはリードスクリュー(親ねじ)アセンブ
リが取り付けられており、直線ストロー
ク長は最小で8mm(3/4インチ)、最大で
110mm(41/4インチ)です。
IQL及びIQMLアクチュエータに関して
は、ヨーク取り付けアダプタ(支柱：4本、
ベースフランジ:1個)の有無を選択するこ
とが可能です。

図6.6.1 IQML（ヨークあり）

図6.6.2 IQML（ヨークなし）
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6.7 IQL & IQML直線ストロークの調整

アクチュエータをしっかりとバルブに取
り付け、リニア駆動部を取り外した状態
で、バルブが全閉位置（完全に閉じた状
態）にあることを確認して下さい。

アクチュエータのハンドルを時計方向
に回すと、リニア駆動部がバルブのスピ
ンドルの方に下降します。リニア駆動部
をバルブのスピンドルに連結させて下
さい。

セクション8の指示に従って、アクチュエ
ータの動作リミットを設定して下さい。

6.8 IQL及びIQMLの潤滑

リニア式ユニットの場合は、全温度範
囲に対応するように、工場にて、超高圧
多目的グリースRENOLTCLX2(メーカ
ー：FUCHS)を使用し潤滑しています。

送りねじを潤滑できるよう、グリースニ
ップルはアクチュエータのベースにあり
ます。

30,000始動ごとに、標準グリースガンを
用いて、ポンプ2汲み分の指定グリース
を噴射して下さい。使用方法や温度によ
っては、より頻繁に、グリースの噴射が
必要となることもあります。
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7. ケーブルの接続

7.1 端子台のレイアウト

図7.1.1 端子番号はアクチュエータ回路図上の番号に対応しています。

 警告:必ず、全ての電源を切断してか
ら、アクチュエータのカバーを取り外し
て下さい。

電源の電圧が、アクチュエータの銘板上
の電圧値と一致していることを確認して
下さい。
配線やアクチュエータにはスイッチや
ブレーカー（いずれもIEC60947-1及び
IEC60947-3の関連する要求事項を満た
し、且つ、用途に適したもの）を取り付け
て下さい。スイッチやブレーカーにより、
アースが切断されることのないようにし
て下さい。スイッチやブレーカーはでき
るだけアクチュエータに近い位置に取り
付け、印を付けて、そのアクチュエータの
電源遮断装置であることが分かるように
して下さい。必ず、過電流保護装置（以下
のうち、該当する資料を参照し、当該資
料にて指示された定格値を満たすもの）
でアクチュエータを保護して下さい。

• PUB002-099
(3相アクチュエータの場合)

• PUB002-019
(単相アクチュエータの場合)

• PUB002-120
(3相モジュレーティング用アクチュ
エータの場合)

• PUB002-121
(DCアクチュエータの場合)

 警告：使用電圧(線間電圧)が600V
を超えるアクチュエータは、600VACを
超える相-アース間電圧(主電源システム
のタイプと公称電圧に直接関係してい
ます)が存在する恐れのある電源システ
ムには使用しないで下さい。BS EN IEC 
61010 - 付録1をご参照下さい。

設置要件を満たすため、電源ケーブルは
十分な機械的保護性を備えたものを使
用して下さい。また、設置したアクチュエ
ータの電磁両立性(EMC)要件を満たすよ
う、必ず、電源ケーブルをシールドして下
さい。アーマードケーブルやシールド付
きケーブルを使用するか、ケーブルを電
線管で保護して下さい。

7.2 アース(接地)の接続

ケーブル引込口の隣には、直径6.5mm
の穴が空いたラグ端子（鋳造）があり、
アース線を外付けしてナットとボルトで
固定できるようになっています。また、
内部にもアース端子が用意されています
が、アース接続用端子としての単体使用
は避けて下さい。

7.3 端子カバーの取り外し

6mmのアレンキー(六角棒レンチ)を使用
して4本の留めねじを均等に緩めて下さ
い。ドライバーでカバーをこじ開けようと
しないで下さい。Oリングのシール性が
損なわれたり、耐圧防爆ユニットの接合
面が損傷する恐れがあります。
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図7.3.1

設定器は、輸送箱内でアクチュエータと
別々に梱包されており、黄色のラベルが
貼付されています。
カバーに貼付された配線コードカード
は、各アクチュエータに固有のものであ
り、他のユニットのものと混同しないで
下さい。ご不明の場合は、コードカード
のシリアル番号とアクチュエータのシリ
アル番号を照合して下さい。

図7.3.2 アクチュエータの端子カバー及び
設定器（輸送箱内では別梱包）

端子カバー内のビニール袋には以下の
部品及びマニュアルが入っています。

• 端子ねじ及びワッシャー

• カバー用Oリング(予備)

• 回路図

• 取扱説明書

7.4 ケーブル引込口

防爆区域では、必ず、防爆認証付きのケ
ーブルグランドまたは電線管を使用して
下さい。アクチュエータ側のケーブル接
続径はM25x1.5pまたはM40x1.5pです。
防爆区域の場合、必ず防爆認証付きの
ねじ変換アダプタ（接続口1箇所につき1
個）を使用して下さい。

図7.4.1

図7.4.2

プラスチック製の輸送用プラグ(赤色)を
取り外して下さい。ケーブルの種類やサ
イズに合った引込口からケーブルを引き
込んで下さい。
ねじ式アダプタ、ケーブルグランドある
いは電線管がきっちりと締まっており、
完全防水の状態であることを確認して
下さい。使用しないケーブル引込口は、
スチールまたは真鍮製のねじ込みプラ
グで密封して下さい。防爆区域では、適
切な防爆認証付きのねじ込み式ブラン
キングプラグをケーブル引込口に取り付
けて下さい。このとき、ケーブル引込口と
ブランキングプラグの間にねじ変換アダ
プタを取り付けないで下さい。

7.5 各端子への接続

現場配線の接続には、R型またはY型圧
着端子を使用します。国内規制や法律
規定を考慮・遵守し、必要に応じて、
金属製R型またはY型裸圧着端子に絶縁
を施して下さい。

付属の鍋ネジ(4mm :制御及び表示
用、5mm：電源用)で圧着端子を締め付
けて下さい。
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 安全な電気的接続のため、図7.5.1の
ように、ワッシャーを使用して下さい。
ワッシャーを使用しないと、配線が緩ん
だり、ねじ - 圧着端子間の締まりが中途
半端になる恐れがあります。必ず、スプ
リングワッシャーが圧縮されるまでしっ
かりとねじを締めてください。ねじ締め
トルクは、1.5 Nm (1.1 lbf.ft)を超えな
いようにして下さい。

4または5mm
鍋ねじ

スプリング
ワッシャー

平ワッ
シャー 丸形圧着

端子

図7.5.1

 
 Ex eb認証に適合するために：必ず、1

～3番端子とアースには専用の絶縁タイ
プM5丸形端子(10または14AWGケーブ
ルに適合するもの)を、4～47番端子に
は専用の絶縁タイプM4丸形端子(14ま
たは16AWGケーブルに適合するもの)を
取り付けて下さい。なお、丸形圧着端子
は、ケーブル1本につき1つ取り付けて下
さい。



端子カバー内の回路図をご参照の上、端
子の用途を確認して下さい。電源の電圧
が、アクチュエータ銘板記載の電圧値と
一致していることを確認して下さい。
電源端子のガードを取り外して下さい。
はじめに電源ケーブルを接続し、ガード
を再び取り付けて下さい。配線が全て
完了したら、配線図を元の位置（端子カ
バー内）に戻して下さい。

 警告:周囲温度が70℃の場合、ケー
ブルの温度は80℃まで上昇することも
あります。安全上の理由から、アクチュ
エータの全ての指示用端子、遠隔入力
端子及びデジタル入出力端子には、同
電圧を接続して下さい(必要に応じて)。

国内規制や法律規定を考慮し、全ての
外部回路に定格電圧に適した絶縁を施
して下さい。

7.6 端子カバーの再取り付け

Oリングのシールや嵌めあい部が良好な
状態にあり、グリースが薄く塗られてい
ることを確認してから、カバーを取り付
けて下さい。図7.3.1をご参照のうえ、カ
バーを再度取り付けて下さい。トルクレ
ンチ及び6mmの六角レンチを使用して、
ボルトを均等に16Nmまで締め付けて下
さい。

ATTENTION: RED PLASTIC PLUGS IN CONDUIT ENTRIES ARE FOR TRANSIT ONLY.  
FOR LONG TERM PROTECTION FIT SUITABLE METAL PLUGS.

ATTENZIONE: I TAPPI IN PLASTICA ROSSA PER L'ENTRATA CAVI SONO SOLO 
TEMPORANEI. PER UNA PROTEZIONE PERMANENTE PREGO SOSTITUIRLI CON APPOSITI 

TAPPI METALLICI.

 ATENCION: LOS TAPONES ROJOS DE PLASTICO EN LAS ENTRADAS DE CABLE SON 
UNICAMENTE PARA TRANSPORTE. PARA PROTECCION PERMANENTE COLOCAR 

TAPONES METALICOS APROPIADOS.

 ACHTUNG: DIE ROTEN PLASTIKSTOPFEN SIND NUR FÜR DEN TRANSPORT GEEIGNET. 
FÜR DAVERHAFTEN SCHUTZ SIND DIESE GEGEN GEEIGNETE BLINDSTOPFEN 

AUSZÜTAUSCHEN.

 ATTENTION: LES BOUCHONS PLASTIQUES ASSURENT UNE PROTECTION TEMPORAIRE. 
POUR UNE PROTECTION DEFINITIVE UTILISER DES BOUCHONS METALLIQUES.

注意：ケーブル引込口の赤色プラグは、輸送専用プラグです。 
長期的に保護するため、適切な金属プラグに交換して下さい。
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8. 試運転調整 - 基本設定

セクション1.3のいずれかの方法で、アク
チュエータのあらゆる設定、データロガ
ー、資産管理データを入手することが可
能です。ホーム画面に表示されるデータ
は勿論、状態やアラームのデータにもア
クセスすることができます。

絶対に制御部のカバーを取り外さない
で下さい。制御部内には、ユーザー側で
構成可能な設定はありません。制御部
のカバーには品質表示ラベルが貼付さ
れており、剥がした場合は保証が無効
になる恐れがあります。

本取扱説明書では、アクチュエータの使
用開始前に必要な基本設定についてご
案内しています。

必ず、基本設定を完了し、確認を行って
から電動操作を開始して下さい。

アクチュエータからバルブを操作する場
合、バルブの動作は基本設定に左右さ
れます。アクチュエータ付きのバルブが
納品された場合、バルブメーカーまたは
サプライヤーが既に基本設定を完了し
ている場合もあります。

 バルブを駆動して電動操作及び機
能試験を行い、設定や動作を確認して
下さい。

本取扱説明書では、基本設定の方法の
みご案内しております。

制御・表示設定に関して及び診断に関し
ては資料PUB002-040をご参照下さい。
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8.1 IQ SETアクチュエータの基本設定

IQSETアクチュエータは3相電源に対応
しています。

アクチュエータの作動方向は相順に左
右されます。

このような特長を備えているため、可逆
接触器とHMI-DCS間の制御エレメント
(押しボタン、PLC出力など)から成るユ
ーザー側のモータコントロールセンタ
(MCC)に直接組み込むことが可能です。
アクチュエータ付属の回路図及びロトル
ク配線略図(RWS)をご参照下さい。

IQ SETアクチュエータの試運転調整時
は、電池を使用するか、電源をオンに
し、SET機能を無効にして下さい(セクシ
ョン8.2参照)。

IQ SETアクチュエータの場合、位置リ 
ミットやトルクリミットに達すると、電
源がオフになります。ハンドホイールを
反対方向に少し回転させて、電源を復
旧させ、試運転調整の手順を続行して
下さい。

 IQ SETアクチュエータを使用してバ
ルブをストローク終端まで作動させる
場合は、必ず、その前に、モータの回転
及び位置リミットの設定が正確であるこ
とを確認して下さい。

 IQ SETのトルク(または位置)リミッ
ト接点は、開・閉方向を問わず、必ず、 
MCCの電磁接触器コイルの回路に接続
して下さい(回路図参照)。トルク(または
位置)リミットに達すると、トルク(または
位置)リミット接点が開き、接続中の接
触器をオフにします。

 接触器コイルの回路及び表示回路の
電圧は、最大150Vに制限されています。

 IQ SETアクチュエータは、電源オン
時の突然の作動を防止するため、SET
機能を無効にした状態で出荷されてい
ます。リミットの設定及び確認が完了す
ると、SET機能を有効にして、ユーザー
のMCCから操作することが可能となり
ます。

SET機能の設定確認 
 アクチュエータへの電源(3相)供給が

遮断されていることを確認して下さい。

ハンドホイールを回して、アクチュエー
タとバルブを中間位置まで移動させて
下さい。このとき、アクチュエータの画
面には、0～99%の中間開度が表示さ
れます。アクチュエータを電池で起動さ
せ、設定器を使用して、アクチュエータ
に接続して下さい。「Settings(設定)」
メニューを選択して下さい(セクション
8.2参照)。

「Settings(設定)」メニューを選択後、
「Control(制御)」>「Local(現場)」>
「SET」の順に選択して下さい。

Stopped

        Local Control

Vandal          Disabled

Setting Tool      Yes     No

Maintained       Yes     No

Delay Control      Yes     No

Loss of HMI       Stayput    Remote

SET           Disabled

     Remote Hand Station

6/7

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y Y

図8.1.1

「SET」が「Disabled(無効)」になって
いることを確認して下さい。「Disabled 
(無効)」になっていない場合は、パスワ
ードを入力し(セクション8.4参照)、 
キーで「Disabled(無効)」を選択して

下さい。

この設定を変更しようとすると、警告が
表示されますのでご注意下さい。

Stopped

Info

!
Press cancel if valve is

not mid travel and the 

Limits are not set

OK Cancel

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y Y

図8.1.2

アクチュエータ側の表示がバルブのリミ
ット位置を指し示している場合、アクチ
ュエータは起動しません。アクチュエー
タは、反対側の接触器を作動させること
により、起動します。例えば、アクチュエ
ータが全閉表示であり、開側の接触器が
オンになっていれば、アクチュエータは
起動します。

を押して、決定して下さい。
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SET機能が無効の状態で、MCCの開・閉
側接触器をオンにし、入力端子に3相電
源を供給して下さい。

これで、アクチュエータを作動させなく
ても、リミット設定及びその確認を行え
るようになりました。

動作禁止状態になると、図8.1.3のよう
に、画面上にアクチュエータのアラーム
が表示されます(セクション4.8参照)。

Close Limit

ACTUATOR  ALARM

G G

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

図8.1.3

IQ SETのリミット位置の設定
設定方法については、セクション8.5
～8.7をご参照下さい。閉リミット(4/15)
及び開リミット(7/15)の設定時は、ハンド
ホイールを回して、アクチュエータを作
動させて下さい。

閉側リミット位置の設定時は、MCCの
開 側 接 触 器 がオンになっていること
を確認し、開側リミット位置の設定時
は、MCCの閉側接触器がオンになって
いることを確認して下さい。

相順の確認 
リミット位置、リミットスイッチの設定、
長距離配線を確認したら、ハンドホイー
ルを回して、アクチュエータとバルブを
中間位置まで移動させて下さい。このと
き、アクチュエータの画面には必ず、0%
～99%までの中間開度(理想は30%
～70%)が表示されます。開度がこの範
囲内であれば、相順の確認時に、アクチ
ュエータをトリップさせることなく、数秒
間作動させることができます。

 アクチュエータへ の3 相 電 源の 供
給が遮断されていることを確認して下
さい。
アクチュエータを電池で起動させ、設定器
を使用して、アクチュエータに接続して下
さい。「Settings(設定)」メニューを選択し
て下さい(セクション8.2参照)。「SET」機能を
「Enable(有効)」にして下さい。
「Settings(設定)」メニューを開き、
「Control(制御)」>「Local(現場)」>
「SET」の順に選択して下さい。

Stopped

        Local Control

Vandal          Disabled

Setting Tool      Yes     No

Maintained       Yes     No

Delay Control      Yes     No

Loss of HMI       Stayput    Remote

SET           Enabled

     Remote Hand Station

6/7

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y Y

図8.1.4

 キーで、「SET」を「Enable(有効)」
に切り替えて下さい。

を押して、決定して下さい。

MCCの閉側接触器をオンにして、アクチ
ュエータがバルブを閉方向に作動させ
ていることを確認して下さい。バルブが
開方向に作動した場合は、速やかに接
触器をオフにして下さい。アクチュエー
タの3相電源が遮断されていることを確
認して下さい。アクチュエータに繋がっ
ている2相の相順を入れ替えて、再度動
作確認を行って下さい。

バルブステム、若しくは減速機のイン
ジケータを見て、バルブの作動方向を
確認することを推奨致します。左回転「
閉」バルブ、即ち、アクチュエータの出
力軸を反時計方向に回転させて閉じる
タイプのバルブの場合は、閉方向の設
定時に「Anti(反時計方向)」を選択して
下さい。この設定によって、アクチュエ
ータの動作方向が変更されることはあ
りません。
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8.2 アクチュエータへの接続(ロトルク
設定器を使用)

以下は、Bluetooth無線通信技術が組
み込まれたロトルク設定器(ロトルク
Bluetooth設定器Pro V1.1)の写真です。
この設定器の場合、各ボタンのマークが
透明であり、上下ケース間のシールも透
明です。BTSTのケースの色は、青色と黒
色の2種類ですが、どちらも機能は同じ
です。
赤外線のみの旧型ロトルク設定器の場
合、ケースの色は青色で、キーの色は原
色の黄色、上下ケース間のシールの色は
黄色です。
IQ3・IQ3 Proを問わず、上記設定器のど
ちらも使用することができます。

以下が、IQアクチュエータの試運転調整
時に使用する方向キー及び設定キーとな
ります。

上へ

下へ
前に戻る

選択/保存
右へ/値を増やす左へ/値を減らす

次へ

BTSTの使用前に、アクチュエータを
「LocalControl(現場制御)」または
｢Stop(停止)」モードに切り替えて下さい。

ホーム画面に戻るには、繰り返し キー
を押して下さい。

アクチュエータとのBluetooth無線通信
初期状態の場合、アクチュエータ側の
Blutooth無線通信のセキュリティは、赤
外線による通信確立、に設定されていま
す。即ち、アクチュエータに近い位置、且
つ、間に障害物のない真正面から設定
器を操作する必要があります。
0.25m(10インチ)以内の至近距離から
アクチュエータの表示窓に設定器を向
け、 キーを押して下さい。

画面が、メインメニュー画面に切り替わ
ります。

図8.2.1

5 秒 以 内 に 、設 定 器 は 自 動 的 に
Bluetooth無線通信に切り替わり、設定
器とアクチュエータ表示窓のライトが青
色に点灯します。一度Bluetooth通信が
確立されると、それ以降は、アクチュエ
ータの表示窓に向けなくても設定器を
使用できるようになります。

Bluetooth無線接続は、設定器のキー
入力が行われている間、維持されま
す。最後のキー入力から6分が経過する
と、Bluetooth無線は切断され、設定器
とアクチュエータ画面の青色ライトが消
灯します。 キーと キーを同時に押
すと、いつでも、Bluetooth無線通信の
手動切断が可能です。
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8.3 アクチュエータへの接続(手動セッ
トアップ)

本セクションでは、セクション1.3で紹介し
た手動セットアップの方法を説明します。

8.3.1 メニュー間の移動とコマンド

手動セットアップの場合、開/閉ノブを操
作して、画面に表示されたメニュー及び
コマンド間を移動します。

画面上を移動するには、開/閉ノブを
左右どちらかの方向に回し、白いドッ
トをケース側の突出部に合わせて下さ
い。0.25～3秒ほど、この位置でノブを制
止させて下さい。

メニューを選択するには、ノブを90°右
に回し、1秒間、この位置で静止させて下
さい。ノブを開放し、選択肢から選択し
て下さい。

メニュー内で前に戻るには、ノブを90°
左に回し、1秒間、この位置で静止させ
て下さい。ノブを開放すると、メニュー
は1つ前の手順に戻ります。

設定メニューを終了するには、ホーム画
面に戻るまで、繰り返しノブを左に回し
て下さい。

8.3.2 手動セットアップ

 注：初期状態では、手動セットアップ
が無効になっています。下記指示に従っ
て、有効にして下さい。

制御モード(現場/停止/遠隔)選択ノブを
回し、STOP(停止)またはREMOTE(遠隔)
に切り替えてから、次の手順に進んで下
さい。

Step 1 – 有効にする
BTSTを操作して、S e t t i n g s (設定)、
Indication(表示)、Local Display(現場
表示)の順に選択して下さい。

Close Limit

Manual Setup      Yes     No

          LCD

Home Screen     40%

Power Save        On       Off

          LED

Close LED        Green    Red

Mid Travel LED   On

Alarm LED      Disabled

1/8

Y

G

Y

G

B

図8.3.3

「Manual Setup(手動セットアップ)」を
選択して、 キーを押して下さい。

図8.3.4

アクチュエータのパスワードを入力
し、OKを選択して下さい。

Close Limit

Manual Setup      Yes     No

          LCD

Home Screen     40%

Power Save        On       Off

          LED

Close LED        Green    Red

Mid Travel LED   On

Alarm LED      Disabled

1/8

Y

G

Y

G

B

図8.3.5

設定器の または キーを押して、Yes
を選択して下さい。 を押して、決定し
て下さい。

手動セットアップを有効にした場合、セ
クション1.4.1の方法では、スマートフォン
アプリからアクチュエータに接続するこ
とはできません。セクション1.3をご参照
の上、その他の方法を選択して下さい。

また、「Rotork」アプリと手動セットアッ
プは、それぞれ有効/無効を選択するこ
とが可能です。

Step 2 – 表示
手動セットアップを開始するには、開/閉
ノブを以下の順番で回して下さい。

右、左、右、左

Step 3 – 設定メニューの終了
設定を終了するには、

1. ホーム画面に切り替わるまで、何度
もノブを左方向に回して下さい。

2. 制御モード(現場/遠隔/停止)選択ノ
ブを回し、Local (現場)モードに切り
替えて下さい。

または、最後の操作から5分が経過する
と、手動セットアップは、システムによっ
て自動終了されます。
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8.4 セキュリティ – パスワード

 注：本セクション以降のセクション
では、BTSTのキーと共通の記号が使用
されています。ロトルクアプリと手動セ
ットアップの対応コマンドについては、
セクション1をご覧下さい。
初期状態では、アクチュエータに接続す
る時のセキュリティレベルは、Bluetooth
無線、に設定されており、赤外線による
通信の確立が必要です。アクチュエータ
から0.25m以内の至近距離且つアクチュ
エータの真正面に立ち、設定器をアクチ
ュエータに向けて下さい。アクチュエー
タとの通信につきましては8.2をご参照
下さい。
選択中のモード(現場/停止/遠隔）に関
わらず、アクチュエータの全設定を閲覧
することが可能です。
アクチュエータの設定を変更する際は、ア
クチュエータを「現場」または「停止」モー
ドに切替え、パスワードを正しく入力して
下さい。
アクチュエータの操作モードを「遠隔」
にした状態で設定を変更しようとする
と、「遠隔モードでは設定を変更するこ
とはできません」という警告が表示され
ます(図8.2.1参照)。

図8.4.1

OKを選択すると設定画面に戻ることが
できます。

アクチュエータが「現場」または「停止」
モードの状態でいずれかの機能を選択す
ると、パスワード画面が表示されます。

図8.4.2

工 場 出 荷 時 の 初 期 パ ス ワ ー ド
(ROTORK)が表示され、OKボタンがハ
イライトされています。

キーを押して下さい。

再び設定画面が表示されます。以下の
例では、Settings(設定)>Limits(リミッ
ト)>Close Settings(閉側の設定)の順に
選択し、Action(シート方式)がハイライ
トされています。

図8.4.3

キーを押して決定して下さい。

選択した機能とその選択肢または数値
がハイライトされます。

図8.4.4

設定を変更しない場合は、「戻る」ボタ
ンを押すと、設定を変更せずに前の画
面に戻ることができます。



30   IQ取扱説明書–セクション:試運転調整-基本設定

または キーを押して、ご希望の設定
を選択して下さい。下の例では、閉側シ
ート方式で「トルク」を選択しています。

図8.4.5

キーを押して設定を保存して下さい。

機能名だけがハイライトされるようにな
り、「Torque(トルク)」にチェックが入っ
ています。

図8.4.6

設定を変更しようとすると、パスワード
の入力が求められます。一度パスワード
を正しく入力すれば、設定器とアクチュ
エータとの通信が行われている間は、
再入力しなくても（必要に応じて）他の
機能を設定することもできます。

8.5 基本設定メニュー

設定メニュー

リミット

表示

制御

ESD

セキュリティ

初期設定

閉側設定
方向【CW(時計回り)/ACW（反時計回り）】
動作(トルク/リミット)
トルク(40～100%)
リミットの設定

開側設定
動作(トルク/リミット)
トルク(40～100%)
リミットの設定
設定回転数
開度

ブレークアウトトルク
開側
開側バイパス域(0-95%)
閉側
閉側バイパス域(100-5%)
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8.6 基本設定 – リミット

 必ず、バルブを駆動して電動操作及
び機能試験を行い、設定や動作を確認
して下さい。

セクション8.2の指示に従い、アクチュエ
ータに接続して下さい。開度が表示され
たホーム画面で キーを押すと、メイン
メニューが表示されます。

   キーを使って「Settings(設
定)」を選択し、 を押して決定して下
さい。

図8.6.1

設定メニューが表示されます。

Settings(設定)
Limits(リミット)
Indication(表示)
Control(制御)
ESD

Security(セキュリティ)
Defaults(初期設定)

 キーで画面上を移動し「Limits(リ
ミット)」のところで キーを押して下
さい。

設定を変更する際は、初回のみパスワ
ードの入力が必要です。セクション8.4
をご参照下さい。

工場出荷時のリミットの初期設定は以下のようになっています。

Limits

Close Settings

1 / 15 Direction Clock Anti

2 / 15 Action Limit Torque

3 / 15 Torque 40%

4 / 15 Set Limit

Open Settings

5 / 15 Action Limit Torque

6 / 15 Torque 40%

7 / 15 Set Limit

8 / 15 Turns  25

9 / 15 Position 95.0

10 / 15

Breakout Torque

11 / 15 Opening On X Off

12 / 15 OP. Position 10%

13 / 15 Closing On X Off

14 / 15 CL. Position 90%

15 / 15

                                                                  1 / 15

上の図では、閉側設定の「Direction(回転方向)(1/15)」がハイライトされています。
 キーで機能間を上下に移動することができ、それに連動して機能がハイライトさ

れます。10番目及び15番目の機能はIQTのみの機能です。
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8.7 閉側設定

1 / 15. 閉弁方向
ここでは、バルブを閉じるための回転方
向(右回し閉/左回し閉)を設定します。こ
の設定を行うには、アクチュエータとバ
ルブを手動で操作して下さい。

キーを押して「CloseDirection(閉方
向)」機能を選択して下さい。  キー
で回転方向を選択し、 キーで決定し
て下さい。

 IQ SETアクチュエータの場合、閉方
向の設定が作動方向に影響を与えるこ
とはありません。作動方向は、相順のみ
に左右されます。

 IQ SETアクチュエータの場合、閉方
向の設定を変更すると、画面表示だけ
が変更されます。相順を確認したら、
画面表示と作動方向が矛盾していない
ことを確認して下さい(セクション8.1
参照)。

2 / 15. 閉側のシート方式
シーティングバルブの場合は設定トルク
に達すると閉止し、ノンシーティングバ
ルブの場合はリミット位置に達すると閉
止するように設定することができます。

 推 奨の設 定に関してはバルブメー 
カーにお問い合わせ下さい。バルブメ
ーカーから指示がない場合は、下表に
従って下さい。

バルブの種類 全閉 全開

ウェッジゲート弁 トルク リミット
グローブ弁 トルク リミット
バタフライ弁* リミット リミット
スルーコンジット弁 リミット リミット
ボール弁 リミット リミット
プラグ弁 リミット リミット
スルースゲート リミット リミット
ペンストック/ウェア リミット リミット
パラレルスライド弁 リミット リミット
ダイヤフラム トルク リミット
ベルマウス リミット リミット
ナイフゲート リミット リミット

*バタフライバルブは通常、パートターンアク
チュエータによって駆動されます。

キーを押して、「Close Action(閉側シ
ート方式)」を選択して下さい。  キ
ーでシート方式を選択し、 キーで決
定して下さい。

3 / 15. 閉側トルク値
バルブを閉じるためのトルクは、定格の
40%から100%の間で設定することが可
能です。アクチュエータの定格トルク値
は銘板に記載されています。
キーを押して「Close Torque(閉側ト

ルク)」の設定モードに入って下さい。
キーを押すと数値を下げ キーを押

すと数値を上げることができます。
キーを押して値を設定して下さい。

4 / 15 閉側リミットの設定
キーを押して「Close Limit (閉側リミ

ット)」を選択して下さい。アクチュエータ
には、「全閉位置まで移動させ、オーバ
ーランの余裕を設けて、OKを押して下さ
い」というメッセージが表示されます。

図8.7.1

アクチュエータとバルブを全閉位置まで
移動させて下さい。このとき、アクチュエ
ータの出力軸を開方向に1/2から1回転さ
せ、オーバーランの余裕を設けて下さい。

キーを押して、閉側リミット位置を決
定して下さい。

8.8 開側設定

5 / 15.開側のシート方式
シーティングバルブの場合は設定トルク
に達すると全開し、ノンシーティングバ
ルブの場合はリミット位置に達すると全
開するように設定することができます。

 推奨の設定につきましては、バルブメ
ーカーにお問い合せ下さい。バルブメー
カーから指示がない場合は、「Limit(リミ
ット位置で開)」に設定して下さい。

キーを押して「OpenAction(開側シー
ト方式)」を選択して下さい。 または
キーでシート方式を選択し、 キー

で決定して下さい。

6 / 15. 開側トルク値
バルブを全開させるためのトルクは、定
格の40％～100％の間で設定すること
ができます。アクチュエータの定格トル
ク値は、アクチュエータの銘板に記載さ
れています。

キーを押して「Open Torque（開側ト
ルク）」の設定モードに入って下さい。
キーを押すと数値を下げ、 を押す

と数値を上げることができます。

キーを押してトルク値を決定して下さ
い。
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7 / 15. 開側リミットの設定
キーを押して、「OpenLimit(開側リミ

ット)」の設定モードに入って下さい。ア
クチュエータには、「全開位置まで移動
させ、オーバーランの余裕を設けてOKを
押して下さい」というメッセージが表示
されます。

図8.8.1

アクチュエータとバルブを全開位置まで
移動させて下さい。このとき、アクチュエ
ータの出力軸を1/2から1回転ほど全閉
方向に回転させ、オーバーランの余裕を
設けて下さい。
キーを押して、開側リミット位置を決

定して下さい。

8 / 15. 回転数(編集不可)
設定した開-閉リミット位置間におけるア
クチュエータの出力軸回転数を表してい
ます。

9 / 15. 開度(編集不可)
アクチュエータの現在の開度を%で表示
します。

注：回転数や開度は、画面を切り替えな
いと更新されません。最新の数値を見
るには、 キーで設定メニューに戻り、
「Limits(リミット)」を選択して下さい。

8.9 ブレークアウトトルク

初期状態では、開閉ブレークアウトトル
クはOffに設定されています(常時、トル
ク保護有効)。トルクスイッチのバイパス
をオンにすることで、定格の約150%ま
でのトルクアップが可能です。バルブメ
ーカーやサプライヤーに連絡し、バルブ
の構造や取り合い部の部品が、付加トル
クまたはスラストに耐えられることを確
認して下さい。

11 / 15. 開側トルクスイッチ
開側トルクスイッチは、開ストローク中
の任意の区間(設定可能)でバイパスさせ
ることが可能です。バイパスさせると、
固着したバルブを開くために、定格の
最大約150%のトルクを加えることがで
きます。
を押して、OpeningBreakoutTorque

(開側ブレークアウトトルク)を選択して下
さい。 または キーでオン/オフを選択
し、 で決定して下さい。

12 / 15. 全開位置
開側トルクスイッチのバイパスをオンに
すると(11/15参照)、開ストロークにおけ
るトルクスイッチのバイパス位置を、開
度0%（全閉）から95%の範囲で設定す
ることができます。バイパス範囲外で
は、トルクスイッチの値は、割増なしの
設定値に戻ります(6/15参照)。
キーで「OpeningBypassPosition

(開側パイパス位置)」の選択モードに入
って下さい。 キーでバイパス域を縮小
し、 キーでバイパス域を拡大するこ
とができます。 を押し、バイパス域を
決定して下さい。

13 / 15. 閉側のトルクスイッチ
閉側トルクスイッチは、閉ストローク中
の任意の区間(設定可能)でバイパスさ
せることが可能です。バイパスさせるこ
とで、最大で定格の約150%のトルクで
バルブを閉止させることができます。バ
イパス範囲外では、トルクスイッチの値
は、割増なしの設定値に戻ります(3/15
参照)。
を押して、ClosingBreakoutTorque

(閉側ブレークアウトトルク)を選択して
下さい。 または キーでオン/オフを
選択して下さい。
を押して決定して下さい。

14 / 15. 全閉位置
バイパスをオンにすると(13/15参照)、閉
ストロークにおけるトルクスイッチのバ
イパス位置を、開度100%(全開)から5%
の範囲で設定することが可能です。
キーを押して、「Closing Bypass Position

(閉側トルクスイッチのパイパス位置)」の
設定モードに入って下さい。 キーでバ
イパス域を縮小し、 キーでバイパス域
を拡大することができます。 キーを押
し、バイパス域を決定して下さい。

これで、基本設定は完了です。IQ SETの
起動方法については、セクション8.1を
ご参照下さい。
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9. 保守、監視、トラブルシュー
ティング

保守
ロトルクのアクチュエータは全て、出荷
前に十分な試験を行っており、本取扱説
明書の指示どおりに取り付け、シール及
び試運転調整を行っていれば、故障する
ことなく、長期使用が可能です。
IQアクチュエータの本体は独自のダブル
シール構造であり、且つ、貫通部がない
ため、内部の部品は完璧に保護されて
います。
IQアクチュエータのギア機構はオイルバ
ス内にあり、永久潤滑されていますので
オイルの補充は不要です。早期故障に繋
がる可能性があるため、オイルが除去され
た、または喪失した場合は、アクチュエータ
の電動操作を行わないで下さい。
将来的にアクチュエータの信頼性に悪
影響をもたらす恐れがありますので、日
常点検の際は、カバーを取り外さないで
下さい。
電気部のカバーは、品質管理シールで
塞がれています。電気部には、現場で
保守・点検が可能な部品は含まれてい
ないため、カバーを取り外さないで下
さい。
保守や点検を行う前に、必ず、アクチュエ
ータへの電力供給を全て遮断して下さ
い(ただし、電池交換時は除く)。

アクチュエータのカバーを取り外す前に
電源を遮断して下さい。電池交換の手
順をご参照下さい。
日常保守では以下の作業を行って下さ
い。
• アクチュエータ-バルブ間の固定ボル
トが締まっていることを確認して下
さい。

• バルブステムとドライブナットが清
潔且つ適量のグリースが塗布されて
いることを確認して下さい。

• 使用頻度の低い電動バルブの場合
は、定期的に作動させて下さい。

• 5年ごとにアクチュエータの電池交換
を行って下さい。

• アクチュエータの本体を点検し、損
傷や、ボルトの緩み、外れがないか
確認して下さい。

• アクチュエータに過度の埃や汚れが
堆積していないことを確認して下さ
い。

• グリースの漏れがないか確認して下
さい。(グリースについてはセクション
11参照)

アクチュエータの電池
主電源切断時に限り、アクチュエータのリ
レー(バルブの開度指示用)、データロガ
ー、液晶ディスプレイは電池からの電力
供給により機能します。これにより、手動
操作時でも、現在位置が確実に指示・表
示されます。

電源がオフの状態でも、アクチュエータ
の設定は失われず、また、開度の変化を
追跡することも可能です。
主電源断時や、電池が未装着または
電池切れであっても、設定内容は全て
EEPROMに安全に保存されており、ま
た、開度はアブソリュートエンコーダに
よって更新されます。
そのため、電源が復旧すると、正確な現
在位置が表示され、アクチュエータは通
常どおり作動します。

 警告：アクチュエータのギアケース
内の電池ホルダーは、アクチュエータ内
の高電圧接続部からユーザーを保護す
る役割も担っていますので、損傷・破損
しないようにして下さい。アクチュエー
タのギアケースから電池ホルダーを取り
外す際は、必ず、アクチュエータの電源
を切断して下さい。
IQの電池機能には独自の回路が組み込
まれているため、電池の消耗を効果的に
削減し、電池寿命を大幅に延ばします。
通常の使用状況においては、最低でも5
年に一度、必ず電池を交換して下さい。
電池寿命は、周囲温度や動作環境に左
右されることがあります。
電池残量はアクチュエータの画面上に、
アイコンで表示されます(セクション4.4
参照)
電池のアイコンが表示された場合は、電
池を交換し、電源オフ時でもバルブの開
度が正しく表示されることを確認して下
さい。

 警告:
電池交換
アクチュエータが防爆区域内に設置さ
れている場合は、火気使用許可等の許
可を得てから、電池の取り外し・交換を
行って下さい。
主電源断時に電池を取り外した場合、主
電源喪失期間や電池切れの期間に保存
したデータロガーデータには日時が記
録されません。そのため、アクチュエー
タの主電源をオンにした状態で電池を
交換することを推奨致します。

電池の取り外し
アクチュエータの赤色の操作ノブを回し
て、Stop(停止)を選択して下さい。ハンド
ルのハブ付近にあるメインギアケースの
シールプラグ(ラベル貼付)を外すと、電
池があります。
適切な六角レンチを使用し、シールプラ
グを取り外して下さい。このとき、Oリン
グがプラグから外れていないことを確認
して下さい。電池端子から電池スナップ
を外して下さい。黒いストラップを使っ
て、電池格納部(ゴム製の密閉構造)から
電池を引き上げて下さい。
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図9.0.1

電池の種類
国際規格、欧州規格、英国規格認証付
きの防爆アクチュエータに関しては、図
9.0.2の表に従い、二酸化マンガンリチウ
ム電池を使用して下さい。
米国及びカナダ規格認証付き防爆アク
チュエータの場合は、Ultralife社製9V二
酸化マンガンリチウム電池を使用して下
さい。また、UL規格電池(上記電池と同
等のもの)を使用しても構いません。
非危険区域向けアクチュエータの場合
は、二酸化マンガンリチウム電池を推奨
しますが、同等の9V電池であれば、どれ
を使用しても構いません。
使用可能な電池の種類に関してご不明
な点がございましたら、ロトルクまでお
問い合せ下さい。

本体タイプ 電池タイプ 詳細

標準温度 UltralifePP3タイプ U9VLまたはU9VL-J-P

高温/低温 ロトルク部品番号: 95-462または95-614

図9.0.2 電池の種類

電池交換方法
新品の電池に電池取り出し用ストラッ
プを取り付け、電池格納部(ゴム製の密
封構造)に挿入して下さい。再度、電池
端子に電池スナップを繋いで下さい。
Oリングが良好な状態であり、且つ、グリ
ースが塗布されていることを確認した上
で、先ほど取り外したシールプラグを取
り付けて下さい。適切な六角棒レンチで
シールプラグを8Nm(6 lbs/ft)まで締め
付けて下さい。
オイル
ロトルクアクチュエータは、ギアケー
スにSAE80EPオイル【周囲温度：-30℃
～+70℃(-22～+160℉)に対応】を充填し
た状態で出荷されます (ただし、過酷な
気象条件向けのユニットは除く)。
IQアクチュエータの場合、定期的なオイ
ル交換は不要です(セクション11、重量
及びオイル量をご参照下さい。)
トルク及び開度の監視
IQアクチュエータはリアルタイムの瞬時
「Torque & Position (トルク&位置)」監
視機能を標準搭載しており、この機能を
利用して作動中のバルブの性能を監視
することが可能です。ストロークにより
生じたトルクを測定することは勿論、プ
ロセスの変化(差圧など)による影響を評
価したり、バルブストローク中の負荷の
大きい箇所を特定することができます
ので、開閉両側のトルクスイッチに適切
な設定を行う上でも役立ちます。

ホーム画面の設定を変更すれば、トルク
と開度を同時に表示することが可能で
す(セクション4.5参照)
トルク (目盛)及び開度(数値)表示

図9.0.3

上の例では、アクチュエータが開度35%
で、定格の27%のトルクを生成している
ことを示しています。三角形の警告マー
クは、アクチュエータがトルクトリップし
たことを示しています。
注：表示されているトルク値及び開度は
動的なものであり、画面にはその時点
での実測値が表示されます。トルクトリ
ップによりアクチュエータが停止した場
合、駆動中に機械部にかかっていた負
荷が緩和されるため、トルク値は下がり
ます。

トルク及び開度の数値表示

図9.0.4

上の図は、アクチュエータが、開度35.0%
で定格の27%のトルクを生成しているこ
とを示しています。画面上部の文字表示
欄と三角形の警告マークにより、アクチ
ュエータが閉動作中にトルクトリップし
たことが分かります。
注：トルク値が開側(開動作時)または閉
側(閉動作時)のトルクスイッチに設定し
た値(セクション8.6及び8.7参照)に達す
ると、アクチュエータはトルクトリップ
し、停止します。慣性(速度や負荷と共に
変化する)やバルブの弾性に影響を受け
て、伝達・表示されるトルクが高くなるこ
とがあります。
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10. 製品使用後の処分

本セクションでは、製品使用後の部品
ごとの処分方法についてご案内致し
ます。

如何なる場合でも、必ず、処分前に地方
自治体の規制を確認して下さい。
アクチュエータを取り外すには、取り付
け及び配線のセクションにてご案内した
操作と逆の操作を行って下さい。

取り付け及び配線のセクションにてご案
内した警告を遵守して下さい。下の表に
従って、アクチュエータ及び部品を処分
して下さい。


 警告：取り外し作業の際は、アクチ
ュエータにバルブやシステムの負荷が
かかっていないことを確認して下さい。
負荷がかかっていると、アクチュエータ
が突然作動し、怪我をする恐れがあり
ます。

処分グループ 該当部品/材料/タイプ 使用箇所 危険性 リサイクル EU廃棄物
コード 処分方法

電池
リチウム IQ用電池 有 可 16 06 06 処分前に特殊な処理が必要。専門のリサイ

クル業者または廃棄物処理業者に依頼して
下さい。アルカリ 設定器 有 可 16 06 04

電子部品及び電材
プリント基板 全製品 有 可 20 01 35

専門のリサイクル業者に依頼して下さい。
ケーブル 全製品 有 可 17 04 10

ガラス レンズ/表示窓 IQ 無 可 16 01 20 専門のリサイクル業者に依頼して下さい。

金属類

アルミ ギアケース及びカバー 無 可 17 04 02

認可を受けたリサイクル業者に依頼して下
さい。

銅/真鍮 ケーブル、IQ用ギア、モータの巻き線 無 可 17 04 01

亜鉛 IQ用クラッチリング及び関連部品 無 可 17 04 04

鉄/スチール ギア及びベース 無 可 17 04 05

合金 IQモータ用ロータ 無 可 17 04 07

プラスチック
ガラス入りナイロン カバー、電気部シャーシ 無 不可 17 02 04 一般商業ゴミとして処分して下さい。
ナイロン　 ギア 無 可 17 02 03 専門のリサイクル業者に依頼して下さい。

オイル/グリース

鉱物＆灯油混合油 減速機潤滑油 有 可 13 07 03
処分前に特殊な処理が必要。専門のリサイ
クル業者または廃棄物処理業者に依頼して
下さい。

鉱物油 減速機潤滑油 有 可 13 02 04

食品級油 減速機潤滑油 有 可 13 02 08

グリース ハンドル(側面取り付け)/リニア駆動部 有 不可 13 02 08

ゴム シール＆Oリング カバー及びシャフトのシール 有 不可 16 01 99 処分前に特殊な処理が必要となる場合あり。専
門の廃棄物処理業者に依頼して下さい。
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11. 重量及びオイル量

潤滑油
アクチュエータの銘板をご参照下さ
い。IQアクチュエータのオイル潤滑に
は、以下等級のオイルを使用していま
す。工場にてオイルが充填されており、
通常の使用においては補充の必要はあ
りません。
周囲温度範囲
標準：-30～+70℃(-22～+158℉)、メー
カー：FUCHS、製品名：TITAN GEAR(MP
SAE80、API分類：GL-4)†
低温：-50～+40℃(-58～+104℉)、メーカ
ー：Mobil、製品名：SHC624†

M61：-61～+40℃(-78～+104℉)、メーカ
ー：FUCHS、製品名：RENOLINZAF15LT†

食品級潤滑油
ユーザーから指定があれば、食品級潤滑
油HYDRALUBEGBをIQアクチュエータ
に充填致します。なお、このオイルの適
正温度は-20～+70℃(-4～+160℉)です。

グリース – ハンドル(側面取り付け)
温度範囲を問わず、CASSIDAGREASE
CLEAR2(メーカー名:FUCHS)食品級また
は同等の潤滑油

グリース –リニア式ユニット
リニア式ユニットIQL及びIQMLの場合
は、RENOLTCLX2(メーカー名:FUCHS)

をご使用の上、定期的な潤滑が必要で
す。セクション6.8をご参照下さい。

グリース – ベースアセンブリ
温度範囲を問わず、Oリングには、
CASSIDAGREASECLEAR2(メーカー名：
FUCHS)食品級または同等の潤滑油を使
用しています。

オイル量は、アクチュエータのラベルに
記載されています。オイル充填量を記載
したラベルが貼付されていない場合の
み、本取扱説明書記載のオイル量に従っ
て下さい。

標準重量及び潤滑油量:

アクチュエ
ータサイズ

重量
kg (lbs)

オイル量
ℓ (pt.-US)

IQ10 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ12 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ18 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ19 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ20 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ25 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ35 75 (165) 2.4 (5.1)

IQ40 145 (320) 3.7 (7.8)

IQ70 145 (320) 3.7 (7.8)

IQ90 160 (353) 3.7 (7.8)

IQ91 150 (331) 3.7 (7.8)

IQ95 160 (353) 3.7 (7.8)

逆向き取り付けの場合
ご注文時に、逆向き取り付け(ベースが
上にくる取り付け方)のご指定があった
場合、下の表に従って適量のオイルを充
填し、「Factoryfilledwithadditional
oilforinverteduse(逆向き取り付け用
にオイル補充済み)」のラベルを貼付致
します。ご注文時にご指定頂いていない
ものの、現場にて逆向きに取り付ける場
合は、取り付ける前に、本体上部のオイ
ルプラグからオイルを補充して下さい。
補充するオイルの量は、下表に記載して
おります。
オイルプラグの位置につきましては、セ
クション1.1をご参照下さい。

逆向き取り付け時のオイル量:

アクチュエータサイズ 逆向き取り付け時のオ
イル量 ℓ(pt.-US)

オイル補充量
ℓ(pt.-US)

IQ10, 12, 18 1.25 (2.64) 0.0 (0.0)

IQ19, 20, 25 1.90 (4.0)* 0.0 (0.0)

IQ35 2.75 (5.81) 0.35 (0.74)

IQ40, 70, 90, 91, 95 5.7 (12.04) 2.0 (4.23)

†オイル及び潤滑剤は、世界各地の当社
製造拠点での供給状況により、変更さ
れることがあります。詳細につきまして
は、担当のロトルク代理店までお問合せ
下さい。

*表中のオイル量は、上面にハンドルを
取り付けたアクチュエータの場合です。
側面にハンドルを取り付けたアクチュエ
ータの場合、オイル量は2.20ℓ(4.65 pt.-
US)です。
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 IQのカバーチューブ
カバーチューブをご自身で用意する場合
は、右表の質量及びモーメントを超えな
いようにして下さい。

用途に適した材料を使用しており、環境
条件に適した仕上げ・保護が施されて
いるものを使用して下さい。

重量、長さ、風等の影響により、カバー
チューブが表中のパラメータを超える場
合は、適切な措置を講じて下さい。

フレームサイズ 最大質量
(kg)

最大質量
(lbs)

最大モーメント* 
(Nm)

最大モーメント* 
(lbf.ft)

IQ10 – IQ18 5 11 305 225

IQ19 – IQ25 11 24.3 690 509

IQ35 17 37.5 955 704

IQ40 – IQ95 17 37.5 955 704

*モーメントは、カバーチューブのボルトの取り付けPCDの中心付近で測定しています。
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12. IQの規格適合情報

アクチュエータの規格適合情報につき
ましては、各ユニットの銘板をご参照下
さい。

国際規格 – 防爆区域

IECEx. IEC 60079-0, IEC 60079-1,  
IEC 60079-7, IEC 60079-31  
& ISO 80079-36
Ex db1 h IIB T4 Gb IP66/IP68
Ex h tb IIIC T120ºC Db
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex db1 h IIC T4 Gb IP66/IP68
Ex h tb IIIC T120ºC Db
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

1  端子カバーが安全増の場合は１Ex ebを追記。

欧州＆英国規格 – 防爆区域

ATEX (2014/34/EU)
UKEX (2016 No. 1107)
II 2 G D
Ex db1 h IIB T4 Gb IP66/IP68
Ex h tb IIIC T120ºC Db
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex db1 h IIC T4 Gb IP66/IP68
Ex h tb IIIC T120ºC Db
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

1 端子カバーが安全増の場合は、Ex ebを追記。

米国 – 防爆区域 

FM & CSAus - 防爆及び粉塵発火防
止：NEC500、FM3600、FM3615及びFM
3616準拠
Class I, Division 1, Groups C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Class I, Division 1, Groups B, C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)
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ブラジル – 防爆区域 

INMETRO認証
Ex db IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

Ex db IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

Ex db eb IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

Ex db eb IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

カナダ – 防爆区域 

防爆：CSA C22.2 No30準拠
粉塵発火防止：CSA C22.2 No25準拠
Class I, Division 1, Groups C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Class I, Division 1, Groups B, C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

中国規格 - 防爆区域 (CCC Ex) 

2020322307001142 & 
2020322307001124
GB 3836.1 – 2021, GB 3836.2 – 2021 
GB 3836.3 – 2021, GB 3836.31 – 2021
Ex db IIB T4 Gb 
Ex tb IIIC T120C Db IP66/IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex db IIC T4 Gb 
Ex tb IIIC T120C Db IP66/IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex dbeb IIB T4 Gb 
Ex tb IIIC T120C Db IP66/IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex dbeb IIC T4 Gb 
Ex tb IIIC T120C Db IP66/IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

中国規格 - 防爆区域 (CCC Ex)  

2020322307000647 & 
2020322307000648
GB 3836.1 – 2021, GB 3836.2 – 2021 
GB 3836.31 – 2021
Ex db IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120ºC Db 
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex db IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120ºC Db 
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)
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インド規格 – 防爆区域

IS/IEC-60079-0, IS/IEC-60079-1
Ex db IIB T4 Gb
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)

Ex db IIC T4 Gb
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)

日本国内－防爆区域

国内防爆
JNIOSH-TR-46-1(2015)
JNIOSH-TR-46-2(2015)
Ex d IIB T4 Gb
IP66 & IP68
温度：-20°C～+60°C(-4°F～+140°F)
認証番号CSAUK20JPN008X

Ex d IIC T4 Gb
IP66 & IP68
温度：-20°C～+60°C(-4°F～+140°F)
認証番号CSAUK21JPN012X

CSAUK 20JPN008X

労 (令和2.1) 検 

ROTORK
CONTROLS LTD

労 (令和3.9) 検 

CSAUK 21JPN012X

ROTORK
CONTROLS LTD

国際規格 – 非防爆

防水・防塵：BS EN60529
IP66 & IP68,(水深7m下で72時間)
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

米国 – 非防爆 

本体タイプ：4、6
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

カナダ – 非防爆 

本体タイプ：4、4X、6
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

上記以外の国家規格に準拠したアクチ
ュエータを提供することも可能です。詳
細は、ロトルクまでお問い合せ下さい。
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13. ヒューズ

FS1=BussmanTDC11(変圧器のタイプ
ごとに定格電流は異なります。変圧器の
タイプにつきましてはアクチュエータの
回路図をご参照下さい。)
Type1=250mA耐サージ
Type2=250mA耐サージ
Type3=150mA耐サージ

FS2(ATEX、IECEx、UKEXユニットのみ)
Bussman TDS 500 - 100 mA高速ブロ
ーまたはLittel Fuse 217 - 100mA高速
ブロー

14. 震動、衝撃、騒音

標準アクチュエータは、震動や衝撃が下
表の数値を超えない場所で使用するこ
とができます。

タイプ レベル

プラントによ
る震動

周波数レンジ10～1000Hz内
の、全震動の合計が1grms

衝撃 ピーク時の加速度が5g

地震
周波数1～50Hzの範囲で加速
度2g（震動の最中または震動
後に操作する場合）

騒音
1mの距離から発した騒音が
65db(A)を超えないこと(第三
者機関の試験による

15. 安全使用条件

電磁両立性(EMC)
本機器は産業用電磁環境での使用を目
的としています。

15.1 ATEX、IECEx、UKEX認証アクチュ 
エータのねじ

ねじ接合面 ねじサイズ ねじ長さ アクチュエータの種類及び大きさ

電池カバー M40x1.5 10.00 全種類全サイズ

ケーブル引込口
M25x1.5 20.00 全種類全サイズ

M40x1.5 20.00 全種類全サイズ
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15.2 耐圧防爆ユニットの接合面間の最大安全隙間(火炎逸走限界)(ATEX、IECEx、UKEX認証アクチュエータの場合)

接合面 最大隙間(mm) 最小長さ(mm) アクチュエータの種類及びサイズ

モータカバー/ギアケース 0.15 25.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQ19, IQ20, IQ25, IQ35, IQM10, IQM12, IQM20, IQM25, IQS12, IQS20, IQS35, IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

ウォームシャフトカバー/ギアケース 0.05

35.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQM10, IQM12, IQS12

38.00 IQ19, IQ20, IQ25, IQM20, IQM25, IQS20

35.00 IQ35, IQS35

ウォームシャフトカバー/ギアケース -0.04/0.00 49.75 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

ウォームシャフト/ウォームシャフトカバー 0.24

26.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQM10, IQM12, IQS12

26.00 IQ19, IQ20, IQ25, IQM20, IQM25, IQS20

27.00 IQ35, IQS35

ウォームシャフト/ウォームシャフトカバー 0.25 49.75 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

端子台/ギアケース(IIB)　 0.20 27.00 全種類全サイズ

端子台/ギアケース(IIC) 0.115 27.00 全種類全サイズ

端子カバー/ギアケース 0.15 27.00 全種類全サイズ

電気部カバー/ギアケース 0.15 26.00 全種類全サイズ

エンコーダシャフト/エンコーダシャフトブッシュ 0.08 27.00 全種類全サイズ

エンコーダシャフトブッシュ/ギアケース 0.07 25.00 全種類全サイズ

モータケーブルブッシュ/ギアケース 0.15
28.75 IQ10, IQ12, IQ18, IQ19, IQ20, IQ25, IQ35, IQM10, IQM12, IQM20, IQM25, IQS12, IQS20, IQS35

33.25 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

DCモータアダプタ/ギアケース 0.15 25.00 IQD10, IQD12, IQD18, IQD20, IQD25

DCモータカバー/DCモータカバーアダプタ 0.15 12.50 IQD10, IQD12, IQD18, IQD20, IQD25

注：表中の-(マイナス)数値は締まり嵌めを表しています。
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